
 

 

                      

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

     ◇地域の概要 

   柴田町は仙南のほぼ中央に位置しており、人口約4万人である。本校はバイパス開通に伴う 
 団地の生徒数増加に対応するため、柴田町の3番目の中学校として昭和６２年に開校した。 
 団地住民は各地からの移住家族が多いが、最近では以前から住んでいる住民との横のつながり 
 も深まり、地域として成熟し落ち着きが見られる。 
   地域の教育に対する関心は高く、交通安全見守り隊による毎日の街頭指導や柴田町学校支援 
 ボランティアによる支援など、とても協力的である。保護者の教育に対する関心は高く、学校 
 教育への地域の期待は大きい。また、ＰＴＡ活動はまとまりのある協力体制を築いている。 

 

学校教育目標  

豊かな情操をもち、自立的に生きる生徒の育成  

習得した知識・技能を活用しながら、意欲的に探求する生徒  

○「分かる喜び」を味わわせ、「学ぶことの楽しさ」「考えを広げ、深めることの楽しさ」を実感できる
授業を実践します。 

○授業の始まりの「本時の目標」提示と、授業の終わりの「振り返り」の時間を充実させ、より確かな
学びに繋げます。 

○コミュニケーションスキルを学習課題としてとらえ、共に学び 合う学習環境を創造します。 
○授業と家庭学習を連動させる支援を行います。         
○教員全員が研究授業を行い、一人一人の指導力を高めます。 

 

   

郷土を愛する心をもち、思いやりがあり、正しく行動する生徒 

○学級集団と学年集団を「社会性の発達」の場とし、望ましい集団づくりを行います。 

 「共通の目標」、「ルールの共有」、「親和的な人間関係づくり」、「i-check の活用」 

○生徒と教師が協働して学年・学級行事を創造し、「歌声の響く学校」を目指します。 

 「迫中祭」、「合唱コンクール」、「卒業式」 

○自主的・自治的な生徒会活動を充実させます。 「挨拶運動」、「いじめ見逃しゼロ運動」 

○地域に密着した活動を実施します。 「ラベンダー事業」、「ボランティア活動」 

○健やかな心身の育成を目指し、達成感を味わ えるよう部活動を支援します。 

 「礼節の指導」、「活動環境の整備」、 「集団行動の指導」、「話し合い活動の奨励」  ラベンダーを活用した地域学校

協働活動 
（R5.2.3 文部科学大臣表彰受賞）  

自分の良さを見いだし、夢に向かって心と体を鍛える生徒   

 

○生徒相互及び教職員と生徒との交流を活性化させます。 

  「Ｆノート（生徒と教師のコミュニケーションツール）」 

 「迫中祭、合唱コンクールでの異年齢交流」 

○小中高および大学との連携強化を図ります。  

 「英語教育（小・中連携）」、 

 「大学生ボランティア「学習、部活動」（中・大連携）」  
○志教育や協働教育を充実させ、地域の方々との交流機会を設けま
す。 

 「職場体験学習」、「キャリアセミナー」、「ハイスクールセミナー」 
「校外防災学習」、「ラベンダー栽培」、「ＳＡＫＵＲＡ ＰＲＯＪＥＣＴ」 

 「外部講師による授業・ワークショップ」、「地域貢献活動」 

○全校生徒が運動に親しむとともに、身体能力の向上と健康増進を図
ります。「全校トレーニング」を保健体育と連携し毎月１回実施。 

 

 

  

 

 

 

 

 


